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	項目
	ピースおおさかの展示リニューアル

	論点
	【ピースおおさかの概要】
・戦争の悲惨さと平和の尊さを次世代に伝える平和の情報発信拠点、大阪空襲死没者を追悼する施設として平成３年９月にオープン
設置主体は(財)大阪国際平和センター(大阪府・大阪市が各１億円出捐)、府・大阪市の補助金(1対1)で運営
・常設展示室は、A「大阪空襲と人々の生活」、B「15年戦争」、C「平和の希求」の3つ
17年8月には、大阪空襲死没者を追悼し平和を祈念する場「刻の庭」完成(1階)
・大阪、日本の戦禍だけでなく、我が国が多くの国々に多大な損害を与えた面も展示していることが特色
「事実に向き合っている」との評価、「自虐的」「反日教育」との批判、両方あり
【展示リニューアルの必要性】
(1)入館者の6～７割を占める小中学生にとって難しい　　　(2)開館以来一度もリニューアルを行っておらず、展示内容が現実と乖離
(3)外国人利用が増え、大阪の都市魅力として磨きをかける　(4)入館者アンケートでも展示リニューアルを求める声が多い
【展示リニューアルのポイント】
(1)学習指導要領、教科書に沿って展示　    (2)「子どもに分かりやすく」を基本に、“見せ方”を工夫
(3)次代を担う子どもに未来に向けた展望を示す→展示室Cがリニューアルの「柱」
【23年９月府議会での議論】
維新：展示リニューアル以前に館の必要性、財団による運営が適当か議論すべき。さらに「自虐的で反日教育につながる展示室Ｂは閉鎖」(奥野G)、「廃館して大阪空襲関係(展示室A)のみ大阪市立歴史博物館に移管」（小林G）という極論もあり
自民：展示リニューアルに反対はしないが、「自虐展示、偏向展示を改める」(吉田利幸G)
民主、公明：現行展示に異論はなく、展示リニューアルでさらなる充実を要請
共産：質問なし（過去には財プロで削った補助金の復活を求める質問あり）
【課題、今後の方向】
○スケジュールの見直し・・・1年繰り下げ、25年度中に設計・施工、展示リニューアル完成を目指す
24年度当初予算では具体の展示内容を構築する「展示リニューアル計画」策定費(補助金)を要求する方向
⇒従来の考え方をベースに「リニューアル基本構想案」をまとめ、予算要求内容オープンまでに各会派に説明し理解を求める
(12月中目途)　　　　　＊維新の会PTが何時、どのような報告をまとめられるのかは、今のところ不明
○大阪市の状況
24年度当初予算では設計・施工費(補助金)を要求中


